















多極磁場によるプラズマの田 じ込め装置は 19.60年 に Tuckに よ り提案 され､その特徴は
大河 ･Kerstによ り調べ られた.それまでの ステラ レー ターや ミラ,-戦場装置がプラズマの
不安定性になや まされていたのに対 し､多極戦場装置･は平均極小磁場の威力を十分に発揮 して
プラズマの閉 じ込め時間 を次 々ヒ更新 した. この ため､多極磁場装置は閉 じ込め時間や不安定性
の械淵や測定 に用い られてきた｡一方で､-様 な磁場中でのプラズマの拡散を記述する理論は
La耶Or半径が平均粒子問距穀 よ り十分小 さい仮定 を用 いるため適用で きず､ さらに非-様なも場 中
の拡散理論は殆 ど報告 されて いない｡ したが って非一様磁場中のプラズマの拡散を記述する方
程式 を群出す るのか目的である. この ために､非一様戦場中のプラズマの拡散現象を確率過程
として記述す る. まず粒子の衝突に起因する遷移確率 を
fig. 1の屯樗配位に対 し定義す る.
ここで､空間的 な粒子の拡散に注 目 したいので次の
2っの仮定 を設定す る｡
1.各粒子の速 さu衝突前後で変わ らず熟達度 に等 しい｡
2.衝突 がLanor荊Otionのphase ¢で起 き速度 が e方向





rL,をLaMOr半径 H=-h/ r･L K=k/ rL と して遷移確率 W(x, y lh,良)に対 し次
の近似式 を待 る｡
拓 畔 且,=欝(nZ諾辞F(音譜)[紬.k･2-ij-yl.蘭l･●lHI≦R･ド.k･fn5蒜(7L-C&-'(I･HO)(中K･1)
ただし O-B/ rL･VB (SysteJISizeParaMeter) F (I) :辛-種完全楕円租分
この遷移確率 により支配 され たマス ター方程式 に対 しQ 一層開
法を適用すれば次の 2次元拡散方程式 を得 る.
宴=碩醐 +鳩醐 十与か p)
./a70,C)o_綻教)
非一様磁場 に対 するこの考案 を-トーラス型多極磁場装置に
拡張す る. ここでは, fig.2 の ような磁場配位 をもつ
^極磁場某直中のプ ラズマの拡散 を記述する方程式を考察 す る｡
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